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結論 

インストラクショナルデザイン

を基盤としCRI・反転学習の

考え方を応用した研修は、従来の
研修よりも効率的・効果的であり、
医療機器研修のフレームワークに
なり得ることが示唆された。 



背景 

近年医療機器の研修が重要視され
る中、臨床工学技士が根拠を持っ
た研修設計ができていない現状が
ある。 



背景 
・目標不明確の研修 
・評価なしの勉強会 
・参加すれば良しの講習会 

＜問題意識＞ 
学習目標の設定✖ 
習得主義でなく履修手技 
経験・勘・度胸の教育✖ 



背景 

教育設計には様々な理論があり、
医療と同じで根拠に基づいた研
修設計をしなければならない。 

Evidence Baced Education 



インストラクショナルデザイン 
（ID:instructional design） 

「教育活動の効果と効率と魅力
を高めるための手法を集大成した
モデルや研究分野、またそれらを
応用して学習支援環境を実現する
プロセスのことを指す。」 



研修設計のプロセスを重視 

品質の保障・向上を目的とした科学的な手法 



目的 
研修をより効果的に効率的に実施
するために、インストラクショナ
ルデザインを基盤として 

反転学習やCRI技法の考え方
を取り入れた研修を開発し医療機
器研修のフレームワークを提案す
る。 



方法 

研修の問題点の抽出(評価・分析） 
研修の改善（設計） 
研修の実施（実施） 
研修の評価（評価） 



従来の研修方法 

操作説明 
（輸液ポンプ・シリンジポンプ） 

操作実習 

ポストテスト 

集合研修 

３０分 

５０分 

１０分 

（９０分） 



研修の問題点 

・機器の実習時間が短い事 
・習得の個人差に対応できない 
・実技評価が不十分 



応用した教育理論 

CRI 
 

（Criterion Referenced Instruction） 

反転学習 
 

（Flip teaching ／ Flipped classroom） 



CRIとは 
 CRIとは、ID理論のひとつであり、米国アイ
オア大学のロバート・メイガー博士が考案した
教育研修技法のひとつである。 
CRI は、Criterion Referenced Instruction 
（基準達成型研修）の略であり、ここでいう基
準というのは、「何ができる」「到達した」な
どの判定基準を意味する。 

学習主導型そして結果志向型の教育手法 



反転学習とは 
（Flip teaching） 

（Flipped classroom） 

 ブレンド型学習の形態のひとつで、学習者は新

たな学習内容を、まず事前にビデオ授業を
視聴して予習する。そして集合研修では講義

は行わず、従来であれば宿題としていた課題を、

インストラクターが個々の学習者に合わせて指導
を与えたり、学習者が他の学習者と協働しながら
取り組む形態。 



改善した研修 

操作説明 
（eラーニング） 

事前課題 
【タスク０】 

輸液ポンプ 
シリンジポンプ 

モニタ 操作実習 
タスク（１〜３） 
スキルチェック 

集合研修 

80分 

（９０分） 

事前学習 

イントロダクション 10分 



事前学習資料 



オンライン 
（操作説明） 

オリジナルテキス
ト 

事前学習資料 



事前学習資料 

事前課題 
（タスク０） 



操作実習 
タスク 

スキルチェック 

集合研修 

80分 

（９０分） 

タスク０ 

タスク３ 
モニタ 

タスク２ 
シリンジポンプ 

タスク１ 
輸液ポンプ 

操作 
実習 

スキルチェック 
（コースマネージャー） 

＜自己申請＞ 

＜前提条件＞ 



スキルチェック 
（目標達成） 

自己ペース学習 

臨床工学技士 

臨床工学技士 

看護師 

看護師 

これまでは・・・ 

改善後は・・・ 



結果 

タスク１〜３のスキルチェックによって全

ての対象者において実技のチェック
ができた。 



結果 
＜インタビュー＞ 
「自分の苦手な機器に時間がかけられるの
で良かった。」 
  
「チェックしてくれるので、出来てるかの
判断できる。結果的に自信を持って使える
ようになれる」 
 
＊従来型の研修におけるポストテストにも差が
なかった。 



考察 
・自己ペース型の学習にすることで、必
要な機器に必要な時間がさけるようにな
り、時間を有効活用することができた。 
 
・CRIの考え方をもとに自己申請型のス
キルチェックを取り入れ全員の確実な技
術習得とその確認ができるような仕組み
となった。 



命に関わる医療機器を取り扱う研修 

＜研修の質を保証＞ 

習得主義に則った完全学習 



結論 

インストラクショナルデザイン

を基盤としCRI・反転学習の

考え方を応用した研修は、従来の
研修よりも効率的・効果的であり、
医療機器研修のフレームワークに
なり得ることが示唆された。 


